
【資料１】

性別
2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

男 81.83歳 82.31歳 82.48歳 82.77歳 82.54歳 82.60歳

女 85.26歳 85.37歳 85.59歳 85.74歳 85.73歳 85.88歳

男 1.70年 1.77年 1.73年 1.68年 1.61年 1.48年

女 3.60年 3.61年 3.56年 3.39年 3.37年 3.24年

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

互助 互助 千人あたり 29.7 31.0 34.1 37.0 37.5 38.2

自助 自助 千人あたり 3,016.8 2,844.0 2,960.2 3,226.5 3,149.9 3,269.7

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

83.0% 84.2% 84.9% 83.2% 93.2% 96.1%

22.2% 21.0% 25.2% 24.1% 47.9% 35.4%

※H30年度より集計方法の変更により、健康福祉分野の項目別詳細は下記のとおりとなります

健康・福祉の分野

施策名（47施策中8施策） 満足度 重要度 満足度 重要度

（1）健康づくり 72.9% 95.1% 51.6% 97.3%

（2）医療 56.0% 96.1% 52.7% 99.5%

（3）福祉総合相談 38.3% 91.2% 36.1% 95.3%

（4）障がい者支援 36.1% 92.0% 28.9% 96.8%

（5）高齢者支援 40.3% 92.6% 36.4% 97.4%

（6）生活支援 33.7% 92.5% 26.5% 90.4%

（7）社会福祉・地域福祉 59.4% 93.1% 50.0% 95.1%

（8）子育て支援・少子化対策 46.7% 92.7% 40.7% 97.3%

平均 47.9% 93.2% 35.4% 96.1%

目標となる指標の推移
KPI

評価指標

必要度

項目

健康寿命

介護等が必要な期間

地域予防対応力

2019
（R1）

2018
（H30）

2019（令和元）年度については、男女ともに前年度より健康寿命が延び、介護等が必要な期間が短くなっています。

2019（令和元）年度については、自助互助共に前年度より数値が伸びています。サロンへの参加者が増えたこと等が主な要因となります。

2019（令和元）年度は、健康福祉分野については重要度が前年度より増して
おりますが、満足度が低下しています。ニーズの大きさに対応していくことが
より求められています。

満足度

生活満足度（まちづくりアンケート）


